
＜会場への交通＞ 

  名古屋駅から地下鉄東山線（藤ヶ丘行き）本山駅下車 

  ４番出口より徒歩２分です 

 

特定非営利活動法人地域と協同の研究センター２００８年度通常総会記念シンポジウム 

「くらしの安全・安心、信頼のゆらぎに どう向き合うか    

～冷凍ギョーザ事件の向こうにあるもの」 
総会記念シンポジウム 

日時 ：２００８年７月５日（土）午後１時～３時３０分 

会場 ：生協生活文化会館（名古屋市地下鉄本山駅から２分） 

参加費：無料（どなたでも参加していただけます） 

※地域と協同の研究センター総会を午前１０時３０分～１２時１５分に開催します。会員でない

方もオブザーバーとして参加できます。 

       

講演：冷凍ギョーザ事件から何が見えたか～食・労働・家族のいま 

講師 阿部道彦さん（農山漁村文化協会教育雑誌編集部主幹・農文協論説委員） 

７月１日（火）までに下記申込書で申し込みください。 

地域と協同の研究センター ＴＥＬ０５２－７８１－８２８０ ＦＡＸ０５２－７８１－８３１５ 

地域と協同の研究センター２００８年度通常総会記念シンポジウム参加申込書 

お名前 電話 

 

 

 

参加を申し込まれる企画に○をつけ申し込んでください。  

 

２００８年度通常総会  

 

通常総会記念シンポジウム 

通常総会・シンポジウムの両方に参加いただく場合、必要な方にはお弁当（有料５００円・当日）を用意します。 

お弁当は必要ですか？○をつけてください。 

                               必要     不必要 

いただいた個人情報は、企画の連絡がある場合にのみ利用させていただきます。 

中国製冷凍ギョーザ中毒事件は、私たちの食

に大きな不安や、信頼への深刻な揺らぎをもた

らしました。今回の記念シンポジウムでは、冷

凍ギョーザ事件が発した警鐘と課題とは何か、

雑誌「現代農業」を編集されている阿倍道彦さ

んに、食とくらしの今をお話しいただき、地域

と協同の研究センターで探ってきたことからも

意見発表も行いながら、参加したみなさんで交

流します。 

意見発表の予定 

生産と消費がつながることから 

家族の食卓とくらしのいま 

冷凍ギョーザ事件、組合員と職員の接点

ではこんなことがなど 


